
防風保安林の効果と更新方法

北海道 水産林務部 治山課

地方独立行政法人北海道立総合研究機構 林業試験場

目次

防風林のもつ多面的な効果 ・・・ 2

防風保安林の更新方法（伐採時の留意点） ・・・ 4

防風保安林の更新方法（植栽樹種の選び方） ・・・ 6



(1) 風による作物の被害を防ぐ

(2) 地温・気温・水温を上昇させ、作物の生育を早める

(3) 海霧の侵入を防ぐ

防風林のもつ多面的な効果
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防風林から風下側への距離（防風林樹高の倍数）

防風林がない
場合を1とした
トウモロコシ
収量

(A)日陰では減収

(B) 生育初期の地温上昇により
広い範囲で増収

最終的な収量分布のシミュレーション

2017年台風18号による
飼料用トウモロコシの
倒伏（士幌町） 倒伏 被害軽減

風上 風下

別海町 2016年

2

台風時の風向

防風林

風上 風下

同時刻に撮影

防風林
（幅280m）

作業道

主風向

防風林

防風林によって地温が上昇し
トウモロコシの初期成長促進圃場

ドローンで空撮
2016/6/24

飼料用トウモロコシ圃場（新ひだか町）

(A) 日陰による減収は、（B)地温
上昇による増収より小さく畑全体
では増収しました

気象災害が起きない年であっても、防風林の作物への効果は発揮されます。

作物の濡れや
道路の視程障害を
防ぎます。

可視画像
正規化植生指数の画像
（赤いほど植物の活性が高い）



(4) 風による土壌侵食・風塵の発生を防ぐ

(6) 生物多様性を守る

(5) 吹雪を防ぐ

(7) 景観を向上させる
他にも、二酸化炭素固定や農薬の農地外への飛散防止など、多様な効果が
あります。

植物 昆虫 哺乳類 鳥

４ｍ高

70～80cmの積雪深

防風林
（防雪林）

12:00

14:00

16:00

←2016/5/8

ひまわり8号 可視画像

↓ 2019/5/20 11:10

視界不良による事故

畑の表土の飛散による
様々な被害を防ぎます。

芽室町 2016年5月

肥沃な表土が
海へと失われる

林の周囲に雪を堆積させ、
風下の道路や家屋における
吹雪による被害を防ぎます。

新得町 2017年

野生植物にとっては農地開発からの逃避地、分断された森林をつなぐ移動
経路となるなど、絶滅危惧種を含む様々な生物の生息地となっています。

クロミサンザシ アサマシジミ
北海道亜種

エゾモモンガ
（富沢直浩氏 提供）

トラフズク
（富沢直浩氏 提供）

3

吹きだまり

主風向



道内の防風保安林は高齢化
→ 効果を維持するためには、更新（林帯の一部を残して伐採し、植栽）が必要です。

更新すべき林分の面積は広く、効率良く伐採を進めなければいけません。

しかし、減風効果と生物多様性を損なわないよう配慮する必要があります。

(1) 伐採方法の違いが減風効果に与える影響
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林帯幅
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対照区 幅広伐採 幅狭伐採 モザイク伐採 中央伐採

収穫後の農地

士幌町内
カラマツ防風保安林

（平均樹高25m）
50m 50m

基準地点

伐採箇所（皆伐）

50m

防風林更新手法検討のために試験地を設定しました。

主風向
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モザイク伐採（伐採幅：40m）

幅広伐採（伐採幅：30m）

幅狭伐採（伐採幅：13m）

中央伐採（伐採幅：16m）

対照区（伐採幅：0m）林帯

風下林縁からの距離（防風林樹高の倍数）

風下林縁

主風向から風が吹いたときの風速分布を観測しました。

中央伐採では幅狭伐採より伐採幅は広いものの大きな減風効果
→林帯幅だけでなく、林縁を残すことにも配慮して伐採する必要

枝葉の密度が大きければ、林帯幅を広く伐っても減風効果は維持

減風効果：樹高・枝葉の密度・林帯幅に依存

林縁は枝葉の密度が大きいため、
片側の林縁は残すべきと考えられます。

基準地点を1
とした相対
風速

両側の林縁を伐採した防風林
(枝葉の密度が小さく、不適当)

防風保安林の更新方法（伐採時の留意点）

4防風林



(3) 伐採が絶滅危惧種の生息環境に与える影響

(2) 伐採方法の違いが農地の日射量に与える影響
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風下林縁からの距離（防風林樹高の倍数）

防風林がない
場合を1とした
相対日射量

士幌町内の試験地で日陰の長さを計算し、作物生育期間中の日射量を推定しました。

幅狭伐採(伐採幅：樹高の半分)でも、農地への日陰は十分緩和されました

モザイク伐採

幅広伐採

幅狭伐採

中央伐採・対照区

✓伐採が絶滅危惧種の生息環境を悪化させた例

ヤチカンバ（絶滅危惧IB類(環境省)）

✓伐採が絶滅危惧種の生息環境を向上させた例

アサマシジミ北海道亜種（絶滅危惧IA類・国内希少野生動植物種(環境省)）

更新を実施する防風保安林周辺で希少生物の生息が報告されているか、文献等で確認
➡生息が報告されている場合、対象とする生物種の好む環境を理解した上で、

適切な伐採方法を検討する必要があると考えられます。

伐採の影響は、生物種によって異なりました

全ての防風林で伐採前に生物相調査を実施する必要はありませんが、
湿原の近くなど希少生物が生息している可能性が高い場所では、生物相への配慮が必要です。

日本国内の自生地として知られてきたのは、更別湿原と西別湿原のみ
しかし、更別湿原近くのカラマツ防風保安林にも生育していることを2019年に発見

今後の更新時には配慮が必要残存林内に生育

食草のナンテンハギ：草刈りが実施される明るい草地に生育

ナンテンハギ：
残存林内よりも更新後の再造林地で生育が旺盛

再造林地で交尾個体を発見

ナンテンハギ

更新後の再造林地では
生育が認められず

→ 防風林更新のための伐採・苗木植栽後の
下刈りが、生息環境向上に貢献

残存林帯
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更新前は残存林帯と一続きの防風林
→ 更新前には生育していた可能性



防風保安林の更新方法（植栽樹種の選び方）
減風効果は樹高・枝葉の密度・林帯幅に依存するため、樹高成長と開葉時期が重要です。

健全な生育のため、風害・冬季乾燥害・過湿害への耐性にも留意する必要があります。

場所によっては、景観への影響にも配慮が必要です。

(1) 樹高成長

(2) 開葉時期

(3) 風害への耐性

(4) 冬季乾燥害への耐性

カシワ

ミズナラ

ヤチダモ

シラカンバ

カラマツ

4/29 5/4 5/12 5/20 5/27 5/30 士幌町内の試験地での植栽木の開葉時期
（2019年、植栽後2年）

開葉していた日

樹種により、約3週間の差

開葉が遅い樹種では、
5月の風害時に効果が小さい

カラマツ

カラマツ

ヤチダモ

2019/5/12 音更

2019/5/20 士幌

ヤチダモ
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カシワ

ミズナラ

ヤチダモ

シラカンバ

カラマツ

アカエゾマツ
林齢（年）

樹
高

（
m

）

残存林帯から離れた地点
残存林帯の日陰になる地点

（残存林帯から5m以内）

林齢（年）

防風保安林更新地（十勝管内）
における植栽木の初期成長

カラマツ・シラカンバ：早い成長
残存林帯の日陰の影響：小さい

十勝の事例：シラカンバ < チョウセンゴヨウマツ・ストローブマツ < カラマツ < 
トドマツ・アカエゾマツ・ヨーロッパトウヒ < カシワ

美唄の事例：カラマツ < ヨーロッパトウヒ < シラカンバ < ヤチダモ

新得の事例：アカエゾマツ < クロマツ < トドマツ <
ヨーロッパトウヒ < カラマツ

冬季に落葉しない常緑樹ほど被害を受けやすい
常緑樹の中でも、樹種により耐性が異なる可能性

吸水阻害

暖気か強風

土壌凍結
または

根系が休眠状態
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葉が乾燥し、枯死



樹高成長 開葉時期
森林被害への耐性

景観
風害 冬季乾燥害 過湿害

カシワ × × ○ ○ × 自然

ミズナラ △ △ ー ○ × ー

ヤチダモ ○ × ○ ○ ○ 人工的

シラカンバ ◎ ○ × ○ × 人工的

カラマツ ◎ ○ × ○ × 自然

アカエゾマツ × ◎ △ × ○ 自然

(5) 景観への影響

どの樹種も一長一短 → 複数樹種の組み合わせにより短所を補える可能性
（残存林帯と異なる樹種の選択）

※カラマツ：落葉落枝に対して悪い印象を持たれている場合も

(6) 樹種特性のまとめ

例えば…

カミキリによる大量枯損単一樹種の場合、虫害のリスクも高くなります。
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2017年 美唄

主風向
カラマツ
シラカンバ
常緑針葉樹
など

カシワ
ミズナラ
ヤチダモ
など

開葉時期：
風害耐性：

早い
弱い

遅い
強い

カラマツ
常緑針葉樹

農地

風上の林帯による
強風・土壌凍結緩和
→冬季乾燥害防止

風下の林帯による
農地への落葉防止

雪の吹きだまり

「好き」「さわやか」「魅力的」な印象 「自然な」「緑の多い」印象

広く眺望性の高い景観
生育が良好な防風林：眺望性に貢献
樹種の影響は小さい

防風保安林：耕地防風林より自然な印象
カラマツ・常緑針葉樹・カシワ：自然な印象

十勝管内の防風保安林・耕地防風林について、景観評価を実施しました。

透視図法的な構造
→ 高い眺望性

シラカンバ・ヤチダモ：緑が少なく人工的な印象

生育が良好な防風林：
直線の存在を意識させる拠り所



問合せ先

• 北海道 水産林務部 林務局 治山課 保安林・林地開発規制グループ
〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目
TEL：011-231-4111 FAX：011-232-1298

• 北海道立総合研究機構 森林研究本部 林業試験場 道東支場
〒081-0038 北海道上川郡新得町新得西２線
TEL & FAX：0156-64-5434
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※ 本パンフレットの掲載内容の無断転載を禁じます。

今後も引き続き、風による土壌侵食などへの防風林の効果の解明に取り組み、
適切な防風林管理手法の開発を進めていきます。


